
 

「職員の仕事と生活の調和の推進に関する事業主行動計画 ※1（平成 28～32（2020）年度）」 

平成 29年度実績と平成 30年度の取り組み～人財育成基本方針をふまえて～ 

改善すべき事項 数値目標 平成29年度の具体的な取組 
実 績 

平成30年度の取組 
H27（参考） H28 H29 

育児休業や

介護休暇等

を取得しや

すい環境の

整備 

（1） 

育児休業等を取得す

る男性職員の割合 

計画期間中、毎年

５％以上 

◎男性の育児休業取得に向けて 

の周知、男性の育児参加のため 

の諸制度の解説 

◎「イクボス・温かボス宣言」 

拡大を検討 

 

 

1.2％ 1.1％ 0％ 
◎配偶者出産休暇及び配偶者の出産

に伴う子の養育休暇ついて、さらに

制度の浸透を目指す 

◎理事者を筆頭に管理職員全員によ

る「イクボス・温かボス宣言」を行い、

その取組内容を推進する 

 ◎係長職以上は、対象職員への呼び

かけや業務の調整等に配慮し、休暇

を取得しやすい職場の雰囲気づくり

に努める   

育児休業等を取得す

る女性職員の割合 

計画期間中、毎年 

100％ 
100.0％ 100.0％ 100.0％ 

男性の子育

て目的の休

暇等の取得

促進 

（2） 

男性職員の配偶者出

産休暇の取得率 

計画期間末まで

に、50％以上 
13.9％ 40.0％ 50.0％ 

男性職員の配偶者の

出産に伴う子の養育

休暇の取得率 

計画期間末まで

に、50％以上 5.7％ 17.1％ 18.8％ 

時間外勤務

の縮減 

（3） 

職員一人あたりの月

間平均の時間外勤務

時間 

計画期間中、毎

年、前年度実績

を上回らない時

間数 

◎ノー残業日の呼びかけ 

◎もっと良くする１％改革の取 

組のなかで、週に一度はベルサ 

ッサ（定時退庁と休暇取得の推 

進）を進めた 

11.34 

時間 

11.43 

時間 

11.47 

時間 

◎時間外・休暇管理ｼｽﾃﾑを導入し、業

務量の管理から健康管理等へも繋ぐ 

◎業務量に応じた適正な職員配置を

実現するなかで、時間外勤務を縮減 

 ◎もっと良くする１％改革の取組の

中で部局・課・係等の単位で具体的な

取組を検討し実践する 

休暇の取得

の促進 （4） 

職員の年次休暇の年

間平均取得日数 

計画期間中、毎

年、10日以上 6.1日 7.0日 7.8日 

職員の意識

調査 

 

 

 

（女性職員

の育成、登

用） 

（5） 

仕事と生活の調和に

ついて満足している

職員の割合 

計画期間末まで

に、45％以上 

◎ワークライフバランス推進期

間（7月～9月）に強化項目を掲

げ、取組を進めた  

 39.3％ 

  

 ※2 

 

◎時間外勤務や年休暇取得日数の状

況に基づいた取組みを検討する 

（6） 
上位の職責を目指す

職員の割合 

計画期間末まで

に、33.9％以上 

◎新任課長級職員研修等におい

て本行動計画の周知徹底を実施 
 24.8％  ※2 

◎個人の目標管理中間評価（課長面

接）において、助言を行う 

（7） 

 

仕事のやりがいに満

足している女性職員

の割合 

計画期間末まで

に、66.7％以上 

◎女性活躍推進に関する女性管

理職の懇談を実施し、キャリア

デザインの重要性を確認し、各

種研修の在り方について協議 

 64.5％  ※2 

 ◎女性職員を中心にライフイベント

を踏まえたキャリアデザイン形成の

研修、「仕事のやりがい」について

年代間交流の機会を設ける  

※1 計画の対象：飯田市役所に任用される全ての職員（臨時非常勤職員を含む）※2 職員アンケートは計画期間の中間評価としてＨ30年度前半に実施予定 
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       総務部人事課 


